
 

 

 

 

 

 やわらかな日差しに包まれて梅の花もほころんでいます。子どもたちもまた、厳し

い冬を乗り越え、春の新たな旅立ちに向けて、成長が確かな形となって芽吹いている

ように思える今日この頃です。  

 当クラブでは、昨年の４月以来、子どもたちが集団の中でお互いが滞りなく生活で

きるようにと、様々な目標を定めて保育を続けています。例えば、宿題や読書、自由

遊びなどの活動で気持ちを切り替えられること、玩具やロッカーの中を整理整頓でき

ること、全体の前で話している人の声に耳を傾けられることについては、特に留意し

て支援を重ねてきました。  

そうした支援は子どもたちにとってはもちろん、我々支援員にとっても学びの連続

であったと思います。それだけに、この１年を振り返り、子どもたちの成長に気づく

とき、春の訪れもひとしお嬉しく感じられるのです。  

 

 

クラブの毎日の生活は、「静と動」のリズムで組み

立てられています。例えば、宿題の時間で人の邪魔を

せず、静かに集中して取り組んだ後には、自由遊びで

体を動かし、生きる喜びを発散します。そして、その

後にはまた、読書という静かな時間が待っています。

そうした 活動 の 切り替えが 迅速に できるように なっ

てきました。左写真は、庭の塀にチョークで描いた「壁

画」。絵のタッチもしっかりしています。  

 子どもたちは登所後、ランドセルなどの荷物を自分

のロッカーに納め、宿題と本、イスを持って机に座り

ます。昨年春にはなかなか準備ができず、また、荷物

のしまい方も枠から外にはみ出るなどまとまっていな

かったのが、素早く動ききれいに片づけられるように

なりました。自由遊びの際の玩具の片付けも同様です。

これは、いつまでに準備や片付けを終えるかを分かり

やすく声を掛け続けたことの成果の一つです。   

 

 クラブの一日の中には、登所やおやつの挨拶も含め

て、活動ごとに支援員が全体の前で話すことが多々あ

ります。そうした際、きちんと話を聞くことも新学年

に向けて必要な集団生活のスキルです。また、月に一

度、左写真のように、ボランティア（たんぽぽの会）

による絵本の読み聞かせが実施されています。友だち

の邪魔をせず、笑うべきところでは笑うといった聞き

方ができるようになりました。  

 

 

・ へ いわ ハー ベス トキ ッチ ン 手 作り おや つ  

２ 日 （木 ）豆 腐入 りみ たら し団 子  １６ 日 （木 ）い ちご プリ ン  

・ 絵 本読 み聞 かせ （た んぽ ぽの 会）  １ ５ 日（ 水）  

・ 不 審者 訓練  １ ６日 （木 ）  

相模台放課後児童クラブ 本室 

児童クラブだより３月号 
２０２３年３月１日 

社会福祉法人ピスティスの会 

相模台放課後児童クラブ 

 

 

 

 

お 知 ら せ（ ３ 月の 予 定 ） 

 

 

新たなる旅立ちに向けて ～  ２月の子どもたちの様子  ～ 


